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■テーマ展

びっくりサバイバル術
じゅつ

　～身
み

をまもる生き物たち～ 
　会期　平成２０年₇月２６日㈯～ ₈月３１日㈰　　会場　特別展示室
　休館日：月曜日（右の臨時開館日を除く）　臨時開館日：₈月１１日㈪

　生物は、外敵に対してさまざまな防

御手段をもっています。それらは、食

う者と食われる者の関係の中から、長

い年月をかけて進化したものです。

　この展覧会では、自然界に見られる

驚くべき生き残り術の数々を、約100

点の標本や写真・映像によって紹介し

ます。また、さまざまな体験を通じて、

子どもたちに生き物の面白さと不思議

さを伝えます。

₃　おどかす

　チョウやガには、翅
はね

に大きくて丸い目

玉のような模
も

様
よう

をもつものがいます。熱
ねっ

帯
たい

にすむフクロウチョウ、日本のクジャ

クチョウや大きな蛾
が

のクスサンなどで

す。この模
も

様
よう

には、鳥を近づけない効
こう

果
か

があります。

　ヒトリガは、翅
はね

を閉
と

じると目立たない

色をしていますが、広げると赤や黄色の

派
は

手
で

な色が現れます。これらの色も、敵
てき

を驚
おどろ

かす効
こう

果
か

があると言われています。

₄　まずくなる

　カメムシやゴミムシなど、くさいにお

いや毒
どく

のある生き物は、やはり敵
てき

に食べ

られにくいようです。一度うっかりまず

いものを食べた鳥は、それに似
に

た餌
えさ

を避
さ

けるようになります。

　メスアカムラサキという蝶
ちょう

は、毒
どく

を持

っていませんが、毒のあるカバマダラに

そっくりなので、鳥に食べられにくいと

考えられています。

怪物がおそってきた！君ならどうする？
敵に食べられないために、けものや虫、木や草は
それぞれのやり方で身を守っています。
驚きのサバイバル術、進化のなぞを体験しよう！

身
み

を守
まも

る方
ほうほう

法、君
きみ

ならどれ？

₁�　にげる

　敵
てき

にあったら、いちもくさん！まずは

逃
に

げよう。動物たちのいろんな逃
に

げ方を

紹
しょうかい

介します。一番速
はや

いのはだれかな？

₂　かくれる

　敵
てき

から身を隠
かく

すのが上手な生き物たち

がたくさんいます。ノウサギ、コノハム

シ、ナナフシの仲
なか

間
ま

、モクズガニ、タツ

ノオトシゴ・・・君は、隠
かく

れている生き

物たちを全部探
さが

し出せるかな。
オオコノハムシ

ハリモグラのハグ

マエモンフクロウチョウ（うら）
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₅　よろいをつける

　近づく敵
てき

を鋭
するど

い棘
とげ

や針
はり

で防
ふせ

ぐ生き物

たちがいます。ハリモグラやヤマアラ

シは、体中に鋭
するど

い針
はり

のような毛が生え

ています。海にも、貝やウニ、その名

も「針
はり

千
せん

本
ぼん

」という魚など、トゲトゲ

の生き物がいっぱいいます。

　武
ぶ

士
し

が着るよろいのように硬
かた

いこうら

や殻
から

をかぶっている生き物もいます。ア

ルマジロは、全身がうろこのような硬
かた

い

皮
ひ

膚
ふ

でおおわれ、襲
おそ

われると丸くなって

攻
こう

撃
げき

を防
ふせ

ぎます。アオイガイは貝のよう

に見えますが、実
じつ

はタコの仲
なか

間
ま

が作った

殻
から

です。アオイガイのメスはこれで卵
たまご

を

守っています。

₆　助けをかりる

　身
み

を守るのに他
ほか

の生き物の助けを借
か

り

ることもあります。オオイタドリやカラ

スノエンドウなどの植物は、茎
くき

や葉のつ

け根にある蜜
みつ

腺
せん

から甘
あま

い蜜
みつ

を出して、ア

リを呼
よ

び寄
よ

せます。アリは、葉を食べる

虫を追
お

い払
はら

ってくれるのです。

　魚のクマノミは、イソギンチャクの中

に隠
かく

れて身を守ります。イソギンチャク

は毒
どく

の針
はり

を持っていて、敵
てき

が近づきにく

いからです。キンチャクガニというカニ

は、いつも両方のハサミにイソギンチャ

クを挟
はさ

んでいて、敵が来るとそれを振
ふ

り

回しておどします。

ほかにもまだまだあるよ！

　展
てんらんかい

覧会では、この他にももっとたくさ

んの標
ひょう

本
ほん

と映
えいぞう

像で、面
おもしろ

白い生き物の形や

不
ふ し ぎ

思議な行
こうどう

動を見ることができます。ク

イズに挑
ちょう

戦
せん

したり、さわったり作ったり

の体
たいけん

験コーナーもいっぱいです。夏休み

になったら、みんなで遊びに来て下さい

ね！

（専門学芸員　鈴木まほろ）

関連事業

⑴展示解説会　学芸員が解説します。　特別展示室　要入館料
　①₇月２6日㈯　②₈月１6日㈯ １4:００～１5:００

⑵ 日曜講座　教室　聴講無料
　①「岩手のクワガタムシ事情　昆虫採集入門」
　　₇月２7日㈰ １3:3０～１5:００　中村学（当館学芸員）
　②「葉っぱの不思議をのぞいてみよう！～昆虫とたたかう植物の謎にせまる～」
　　₈月１０日㈰ １3:3０～１5:００　松木佐和子氏（岩手大学農学部講師）

⑶生き物なんでも相談室
　₂階サービスコーナー　要入館料
　₈月１１日㈪
　１０:００～１２:００､ １3:００～１5:００
　生き物についての質問にお答えします。

⑷第55回自然観察会　要事前申込
　₈月₃日㈰
　湿地や水辺の昆虫・植物の観察
　場所：西和賀町　講師：片山千賀志氏
　くわしくはお問い合わせ下さい。

イガグリガイ

アオイガイ

オオイタドリの蜜腺にあつまるアリ

アルマジロ


